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先週 

講壇 次 週 礼 拝 

◇ 本日の集会 ◇ 
〇 CS教師祈祷会  ８時４５分   祈祷室 

〇教会学校礼拝   ９時  ホール・祈祷室 

〇日曜求道者会   ９時１０分  オリーブ 

○聖歌隊練習    ９時半      ろば 

○コーヒータイム 礼拝後   玄関ロビー 

－以下コーヒータイム後－ 

○バザー委員会         祈祷室 

○墓前礼拝  １５時 東京霊園 教会墓地 

○ 100周年実行委員会 ２０時 オンライン 

１１月３日(日)１０時半 

 降誕前第 8主日礼拝 

説 教 「見えない者は見えるように」 

牧師 古屋 治雄 

聖 書 ヨハネによる福音書 

９：２４～３４ 

交読詩編 １４５ 

讃 美 歌 21-１４９、標語の歌、21-４４６、

     21-７８ 

 

 

【聖餐式執行】 

前 奏  

招 詞 ローマの信徒への手紙５：８～９ 

頌 栄 21-８３(1節のみ) 

交読詩編 ９０（１０８頁） 

主の祈り (交読詩編に添付) ［1-５６４］ 

讃 美 歌 １-１０ 

使徒信条 (交読詩編に添付) ［1-５６６］ 

聖 書 コリントの信徒への手紙一 

１５：５０～５８ 

（新約聖書３１６頁) 

祈 祷  

讃 美 歌 １-４７９Ｂ 

説 教 「死者は朽ちない者に変えられる」 

牧師 古屋 治雄 

祈 祷  

讃 美 歌 21-５７３ 

献 金  

報 告  

頌 栄 21-２７ 

祝 祷  

後 奏  

１０月２７日(日)１０時半 

 

 

在天会員記念礼拝 
「何を目的に生きるか」 

フィリピの信徒への手紙３：７～４：１  

伝道師  太田  好則  

◇日本では科学技術に対する信頼が非常に強

い。科学技術は、原因と結果を結びつける証拠

を大切にする。それには一定の正しさがある。し

かし、私たちが何を目的にして生きているのか

は教えてくれない。私たち一人ひとりをそれぞ

れ、異なる設計図で、異なるご用のために創造

された神様は、私たちの日々の嘆き、苦しみ、

訴えを聞いてくださるかたでもある。パウロは語る。 

◇パウロは純粋なユダヤ人、正統信仰を受け継

ぐベニヤミン族の出である。聖書にある掟も先

祖の言い伝えも守って来た。今、パウロは言う。

それはすべてゴミである。イエス様を知る知恵は

他にないほど大きい。しかし知るためにパウロが

努力したというわけではなく、イエス様の方から

パウロにぶつかって来てくださったのである。パ

ウロの人生の目的は、救われること、天国に行く

ことであった。イエス様にしがみついていれば

天国に行けると思ったが、そうではなく、イエス

様が変わらない、信実な方だから、イエス様を

信じさせていただける。信じる者は天国に行け

るのである。私たちの国籍は天にある。教会は、

天国の大使館である。天国へのビザを発給して

いる。イエス様と天国が降って来る時、この体

は、イエス様の体のように、完全な、光り輝く体

に甦らされる。 

◇私たちがキリスト様の復活の力をいただくに

は、キリスト様の苦しみを心の底で味わい、苦し

みを共にし、キリスト様が死んだ姿と同じように

ならなければならない。キリスト様が十字架にか

かって死んだのは、私たちの罪を滅ぼすためで

ある。だから私たちも死ななければならないが、

それは生き方を大転換することである。自分の

ことより他人様のことを考えて生きることである。

大事なのは、今まで大切だと思っていたこの世

の宝を放棄し、イエス様がくださる宝の方に手を

伸ばすことである。「何を目的に生きるか」という

と、天国入り確実という喜びを、分かち合うことで

ある。キリスト様を他人様に紹介することである。

ちょっと場所を譲る、重い荷物で苦労してる人を

手伝う、暖かい笑顔を送る。年齢を重ねてもで

きることはある。 

祈祷課題  「宗教改革記念日を覚えて」 

1517年10月31日にマルティン・ルターが『95ヶ

条の論題』をヴィッテンベルク城の教会の扉に掲

出したことを発端に宗教改革が始まった……と解

説されることが多いのですが、ルターのこの行動

自体、歴史的事実かどうか疑う学者もいます。ル

ター以前にも当時のカトリック教会の信仰理解に

疑いを持ち、批判していた聖職者、神学者もいま

した。イングランドの神学者ジョン・ウィクリフ（1324-

1384）、チェコの聖職者ヤン・フス（1369?-1415）ら

が挙げられます。ルターの改革が成功したのは、

有力な地方領主の支援を得られたこと、印刷技術

により、改革すべき内容を自国語で庶民にまで知

らせることができたことなど、時代が応援してくれ

た面も大きいのです。真の信仰を祈り求めた先人

たちの姿勢に、私たちも倣いたいものです。 

☆西東京教区を覚えて―今週は高井戸教会 

（布村 伸一 牧師）のために祈りましょう。 

◇ 次週主日の集会 ◇ 

〇 CS教師祈祷会  ８時４５分   祈祷室 

〇教会学校礼拝  ９時   ホール 祈祷室 

〇日曜求道者会  ９時１０分  オリーブ 

○聖歌隊練習   ９時半      ろば 

○讃美歌練習 21-184  礼拝後   礼拝堂 

○コーヒータイム 練習後   玄関ロビー 

－以下コーヒータイム後－ 

○聖歌隊練習           ろば 

○バザー衣料品仕分け作業     祈祷室 

○長老会    １３時１０分   ホール 

○ニコデモ会  １３時半     礼拝堂 

◇ 今週の集会 ◇ 

祈祷会 ３０日(水) １９時半 祈祷室・オンライン 

ヨブ記８章 

「宗教改革記念日を覚えて」 

尾道吉和伝道所 (広島県尾道市) 

鎌野 真 牧師 （代）を覚えて 

〇子育て広場“つぼみ” ３１日（木） ９時半 

ホール 

〇聖書に親しむ会 ３１日（木） １９時半 

祈祷室・オンライン 

マタイによる福音書１８：１５～３５ 

「主の憐み」 

☆日本基督教団 教団総会 

２９日（火）～３１日（木） 



定 期 集 会 案 内 

○主日礼拝   毎週日曜日１０時半 

○火曜礼拝   毎月第２・４火曜日１５時 

○教会学校   毎週日曜日９時 

○祈祷会    毎週水曜日１９時半 

○日曜求道者会 毎週日曜日９時１０分 

○聖書に親しむ会(木曜求道者会) 

       毎週木曜日１９時半 

聖 書 日 課 

○主任牧師   古屋 治雄 

○伝道師    太田 好則 

 教職との面会をご希望の方は電話またはメールで予約の上、お越しください。 

furuya@asagaya-church.com 

ota@asagaya-church.com 

〒 166-0001 東京都杉並区阿佐谷北 5-18-10  
Tel.03(3337)5879  振替  
ホームページ https://www.asagaya-church.com 

教職メール staff@asagaya-church.com 
事務室メール office@asagaya-church.com 

28日(月) マルコ 1:1-13 創世記 37:1-11 

29日(火) 1:14-20 37:12-24 

30日(水) 1:21-28 37:25-36 

31日(木) 1:29-39 39:1-6 

1日(金) 1:40-45 39:7-23 

2日(土) 2:1-12 40:1-23 

3日(日) イザヤ 44:6-17 ローマ 3:21-28 

 マタイ 23:25-36 詩編 51:3-11 

◇ 報  告 ◇ 

〇講壇のお花を献金によりお捧げくださる方

を募集しています。事務室までお申し出く

ださい。 

○西東京教区では、地震と豪雨災害の痛みの中

にある能登地方の教会と地域を覚え、教団と

連携して、ボランティアを派遣します。事務室前

の掲示板の要項をご覧いただき、祈りつつご

応募ください。 

2024 年１０月２７日(日)              (No.30) 

しかし、私たちがまだ罪人であったとき、キリストが私たちの

ために死んでくださったことにより、神は私たちに対する愛を

示されました。それで今や、私たちはキリストの血によって義

とされたのですから、キリストによって神の怒りから救われる

のは、なおさらのことです。 

ローマの信徒への手紙５：８～９ 

○創立 100周年記念事業特別会計献金 

感謝と祈りをもってお捧げしましょう。 

期 間 ２０２５年２月１１日まで 

◇ 予  告 ◇ 

○バザー 11 月 17 日（日） 礼拝後 

○チャーチコンサート 11 月 24 日（日）15 時 

優れたクリスチャンの声楽家をお迎えし、 

阿佐ヶ谷教会の音楽家と共にブクステフーデ

のカンタータ「主に向かって歌え」などを演奏

します。 

○バザーの献品を募集しています。締め切りは 

１１月３日(日)です。詳しくは献品募集のチラシ

をご覧ください。併せてバザー前週の値付け

作業、当日の売場担当者を募集します。日付

などを記した用紙を小さいホワイトボードに貼

り出しますので、記名をお願いいたします。 

○名札着用のお願い 

教会にいる間は名札を着けるようにお願いし

ます。任意の様式でも構いません。事務室で初

回に限り無料で製作します。再発行の場合と

ケース・ストラップのみを購入の場合は 100 円

です。持ち歩くのが困難な方は、受付カウン

ターと献金箱の間にあるプラスチックケースに

あ行、か行…別の引き出しが設けてありますの

でご利用ください。週報棚に入れますと、配布

物を入れる際に支障となりますので、おやめく

ださい。 

＜献金等振込先＞ 

・郵便振替 00110-8-196270 

・三菱ＵＦＪ銀行阿佐ヶ谷駅前支店普通 1011835 


